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本論文では、光学的調査によって「粗い顆粒石緑の着色」が初めて確認され、また特定の箇所に染料が
使用されていることも明らかになったことから、「萬壑松風図」が主に墨や代赭を基本の下地とし、その
上に岩絵具の群青や緑青で彩色を施す「大青緑山水」と水墨を基本の下地の色とし、その上に藤黄や藍
などの植物性の染料で青緑色を表現する「小青緑山水」の双方の混用技法が使用されていることを解明
したことは高く評価される。なお、想定復元模写では、染料についてサンプルを制作、検討し、「萬壑松
風図」が画面の下辺から上へ「淡緑から淡茶」に組み上げられていると同時に右辺から左へ「淡茶から
淡緑」に塗り分け画面が構成されるなど優れた空間表現が明白に実見でき、画中の年記も当初のものと
され、今後「萬壑松風図」に対する新しい見方ができるようになったことも研究成果としてあげられる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 北宋の作家、李唐の作品の特徴を定義つけることは、経年変化によって画面が黒変しているため非常
に困難であった。そこで今回李唐の代表作「萬壑松風図」の材料と技法を解明するために想定復元模写
を行った。その結果から北宋末の「青緑山水」における顔料同士の混色や、顔料と染料の混色、顔料と
染料の重色、彩色技法や制作工程の工夫が、実際に模写をしてみることにより解明できた点は、高く評
価できる。特に作者は台湾出身のため学生時代から毛筆の経験が豊富で、線を描きわけることができた
事が、今回の復元に大いに役に立った。そして線描だけでは描ききれなかった樹木と背景の風景の位置
関係を、緑青の彩色により表現できた事は画期的であった。この事により本図が空間表現に優れた山水
画法で描かれていることを証明できた。そういう意味では、今後本作品を研究する上で想定復元模写作
品は貴重な参考資料になりうるものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は、台湾故宮博物院の宝物として名高い「萬壑松風図」の彩色技法を解明することに挑んだ研
究である。現在では経年変化による黒化と褪色が著しい本図の青緑彩色表現を高精細画像と材料研究の
成果から推定し、同寸同質の想定復元模写として提示した。高度な水墨表現と多様な材料による彩色表
現が併用された復元図の制作は、両表現各々に秀でた画力を要するものであり、台湾で水墨画を学び、
日本で日本画を学んだ申請書でこそ遂げ得たものと言える。本研究の成果は、今後の李唐研究や宋代山
水画研究に寄与するばかりでなく、今日では分離したジャンルとなっている水墨画と彩色画の関係を再
構築する上でも大きな意義を持つものとして高く評価できる。 
 
 
